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6 利根川下流域におけるチュウヒの繁殖状況および越冬状況、四万十川入田地区にお

ける砂礫河原再生のモニタリングなど 

㈱建設技術研究所 

■ 利根川下流域におけるチュウヒの繁殖状況および越冬状況 

チュウヒは干拓地や河川敷等の湿地のヨシ原に生息する猛禽類であり、国内での繁

殖地が10箇所前後、繁殖つがい数も数十つがい程度と推定されている。 

本展示は、今後の河川整備の参考資料とするため、平成20年度に利根川下流域の

チュウヒの繁殖状況および越冬状況の調査結果を報告したものである。 

■ 四万十川入田地区における砂礫河原再生のモニタリング 

四万十川入田地区（10k～13k）では、砂礫河原が減少し樹林化が進んでいる（40

年間で4倍の面積）。 

本展示は、砂礫河原の再生、アユの瀬づくりを行うため、無次元掃流力に着目して

実施した試験施工のモニタリング調査結果を報告したものである。 





 


